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【定例活動報告】 

　近年、気候変動などを背景に国内外で山火事の発生が相次ぎ、その規模
も拡大しています。今年の1月には、私たちが活動する相模湖に程近い上野
原でも山火事が発生しており、身近な問題であると強く感じました。森林
は一度火災に見舞われると、長い時間をかけて形成されてきた生態系が大
きく損なわれ、その回復にも長い年月を要します。実際に、大規模な山火
事が発生した大船渡では樹木の根まで燃えてしまい、再び1から植樹をして
森を取り戻す活動が行われているそうです。 
　私たちが日頃取り組んでいる間伐作業や植生調査といった活動は一見地
道ですが、豊かな森林を維持し、結果として災害に強い森づくりにつながって
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新しい活動地の測量をしました、今のところ藪の中です
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いるのだと思います。こうした出来事を機に、私たちの活動が持つ社会的な意義についても改めて考えて
いきたいと感じました。また、森林の更新は人間の寿命をはるかに超える時間スケールで進みます。その
中で、私たちの活動が未来の森林に少しでも良い形で繋がっていくよう、今後も活動を継続していきま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永田　桃夏（東京都立大学 地理環境学域 修士1年） 

【定例活動報告】知足の森 

　 
　本日新入生で応募させて頂
き、相模湖という遠い場所での
活動となりかなり不安もあった
のですが、皆さん優しい態度で
教えて下さり、初めて木の伐採
を体験し切り口や追い口といっ
た伐採の概念やノコギリの使い
方、伐採に際しての倒す方向を
決定する際の考え方やロープの
設置などただ切るだけでなく多
くのことを学べました。また丸
太を運ぶ時には想像以上に重
く、協力して運びましたが、複
数人で運ぶが故の困難も感じま
した。しかし先生が仰っていた
人数が正義という言葉は4人運
搬と6人運搬の負担の違いでひ
しひしと感じ、林業は運搬が最
も重労働であり、日本林業が輸
送費を理由に衰退したのを実感
しました。測量では普段気に掛
けない基準点への気付きや、器
具の使用法、書類上の土地の境
界線と実際に照らし合わせる労力というものを初めて体験し、測量における障害物との折り合いというも
のを感じました。一日通して皆さまのご教授のおかげで新しい体験を得ることが出来、とても有意義な時
間を過ごせました。中川　裕喜（早稲田大学 教育学部１年） 

　今日は主に木の伐採作業を行った。午前中に切った木は斜面に沿って傾いて生えていたが、丸太を並べ
る都合で横向きに倒すことを試みた。受け口と追い口を作り、ロープで引いたものの、最終的には斜面側
に倒れてしまい狙い通りにはいかなかった。木の生育方向に逆らう難しさを実感し、伐採の奥深さを学ん
だ。午後は丸太運びの後、再び伐採を行い、初めてチルホールを使用した。レバーを引くだけでワイヤー
を自在に扱える点に感動したが、最終的にはロープで引いて木を倒した。今度は狙った方向に倒れ、達成
感があった。作業を通じてみんなと声を掛け合い、安全に配慮する重要性も改めて感じた。普段触れない
道具を使えたことも含め、非常に有意義な経験となった。帰りにはタケノコを持ち帰り、高田馬場ロータ
リーで会った友達に分けたところ喜んでもらえて嬉しかった。今回の学びを今後の活動にも活かしていき
たい。また地形の影響を考えた判断力も磨いていきたい。 上野　佑太 （早稲田大学文化構想学部２年） 

　今日は、テンナンショウ属の仲間を２種類見つけた。おそらくマムシグサとミミガタテンナンショウと
思われるが、花が枯れて残骸しか残っていなかったため葉の形状から判断した。また、ヤブレガサも葉を
出していた。午後は、東屋の方へ移動して、高速道路の横で木を伐りやすくするために下草を切る作業＋
木を一本切った。午前よりも草が多く歩きにくかったが、ここも作業をしていくうちに歩きやすくなるの
だそうだ。ここでまたしてもテンナンショウ属の一種が生えていた。葉の形状からしておそらくミミガタ
テンナンショウだろう。花期は終わっていた。ここの森を活動しやすい場所に変えつつテンナンショウも
残していきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田　博紀（GTE LAB 中学２年生男子） 
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桜井尚武の 

森のコラム 
 

　両種ともアケビ科の落葉藤本（木性のツル植
物）で種小名にあるようにそれぞれ5小葉
(quinate)と3小葉(trifoliate)からなる掌状複葉
を互生します。アケビの小葉は全縁（図1）、
ミツバアケビの小葉は大きな凹凸の波状形鋸歯
を示しますがほぼ全縁のものもあります（図
2）。花は雌雄同株で雄花雌花を同じ株に付け
ます。平地では3月頃から、山地では4月頃か
ら開きます。ともに3弁のがく片からなる花が
短枝基部からぶら下がるように開く総状花序で
基部近くに数個の雌花、先の方に多数の雄花を
付けます。アケビは淡紫色（図3）でミツバア
ケビは濃い紫色です（図4）。 
　実が成熟するのは秋で、大きなソーセージの
ような実（果実）がぶら下がります。充分に成
熟すると縦に割れ目ができて内部の多数の種子
を含んだ果肉が見えるようになります。裂開が
始まると食べ頃になります。両種の形は似てい
ますがミツバアケビの方が大きいのが普通です
（図5、図6）。 
　アケビの分布域は暖帯で、本州、四国、九
州、朝鮮、中国、ミツバアケビはやや耐寒性が
高く、北海道の温帯域、本州、四国、九州、中
国とされています。 
　アケビの新芽や若葉、蔓（つる）の先は集め
るのが大変ですが微かな苦みが魅力的でお浸し
に好適です。果実は甘みがあって各地で食べら
れていました。ゼリー質の実は香りや酸味の無
い軽い甘みだけの味でそのまま生食されまし
た。厚い果皮はタンニンを含んでいて少しの苦
みがありますが、それを賞味するため詰め物を
入れて加熱調理するなどして利用しました。今
でも懐かしい味覚の一品として提供する地域が
あるそうです。 
　しなやかで丈夫な蔓は籠（かご）や笊（ざ
る）などを編むのに重用されています。このア
ケビ細工に使われるのはほとんどがミツバアケ
ビの蔓だと牧野富太郎は随筆に書いています。
実際に今でも生産している地域の山形県や秋田
県では、事業としているのはミツバアケビで、
アケビの果実栽培でもミツバアケビが主流だと
いい、アケビとミツバアケビを区別をしていな
い様子が窺えます。 

桜井　尚武（本会、会員） 
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「アケビ(Akebia quinata)と 
ミツバアケビ(Akebia trifoliata) 」 

図３　アケビの花 

20150427　坪山_上野原山梨県  

図１　アケビ 

20080509　新林公園藤沢  

図２　ミツバアケビ 

20220409　吾妻小学校垣根つ

図４　ミツバアケビの花 

20240323　松見公園つくば  

図５　アケビの果 

202510129　実験植物園つくば  

図５　ミツバアケビの果実 

202510129　実験植物園つくば  
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【活動報告】今年も小金井市森林環境譲与税事業に協力します 

　小金井市森林環境譲与税活用講座、ウッド×デジタルファブリケーション講座の森林体験を今年も本会で
担当します。５年目の今年は、例年の間伐活動とその材を小金井市市役所で活用してもらえるものに加工
するという取り組みだけでなく、GTE LABの現在高２が製作した木製ガチャに取り組む講座として募集し
ます。小金井市在学在住の中学生を対象とした講座ではありますが、木製ガチャづくり自体はどの団体で
も対応可能ですのでお気軽にお声がけください。小金井市在学在住の中学生で参加をお考えの方は、市の
ホームページや市報（5/15号）や本会Facebookなどに募集ページを掲載しますのでそちらをご覧くださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮村　連理（本会、副理事長） 
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参加にあたって： 
初参加者は、9時15分までに
JR相模湖駅前に集合です。服
装、持ち物については、汚れ
ても良い服装、着替え、滑ら
ない靴　成るべく皮製手袋、
万一の怪我に備えて保険証、
飲料水、主食、昼食 

危機管理・救急対応： 

危険管理・救急体制・森林ボ
ランテイア保険の準備の他、
会として可能な限りの体制を
敷いていますが「怪我・事故
は、自己責任」です。 

NPO法人 
緑のダム北相模 
名称：特定非営利活動法人　緑のダム北相模 
現地事務局：〒252-0172　相模原市緑区与瀬本町12　かどや食堂内 
支援団体：セブン-イレブン記念財団 
	 積水ハウスマッチングプログラム 
	 国土緑化推進機構・緑の募金 
	 ChangeX（AWS助成） 
協働団体：神奈川県、相模原市、小金井市、マルモ出版、 
　　　　　東京学芸大学環境教育研究センター、 
            （社）東京学芸大EXPLAYGROUND推進機構 

Amazon 
Community Collaborator
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